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Ⅰ．はじめに
現在，看護研究の方法論としては，数値データを基に客
観的，体系的プロセスを重視した量的研究と，主観的アプ
ローチによる人間の反応を記述した質的研究に大きく分
かれる１）。量的研究は，アンケート調査など調査研究とし
て行われる研究方法論である。質的研究法は，人間の経験
を詳細に記述し，理解を深かめるために用いられ，面接・
インタビュ−調査，参加観察があり，分析の代表的なもの
として，グランデッドセオリ−，エスノグラフィ−，内容
分析などがある。Ａ大学においても質的研究の分析方法と
して内容分析法がよく用いられている。今回は，2015年度
看護学部のファカルティ・ディベロップメント（以下，FD
とする）として質的統合法（以下，KJ法とする）の研修会
を企画した。KJ法の指導講師を迎えて2日間の研修である
本研修の目的は，学部卒業研究および大学院生の研究指導
においての教員の研究指導能力の向上である。
本報告では，質的統合法（KJ法）研修における参加者の
研究手法修得の認識と変化を把握し，FD活動の効果を明
らかにする。
Ⅱ．研究方法
１．研究対象：A大学看護学部教員22人，A大学大学院生4
人のFD研修会参加者計26人。
２．研究方法および分析方法
１）2015年9月の2日間においてKJ法の講師による講義お
よび演習での指導を受ける。
２）KJ法の研修で用いるデータは，2014年度基礎ゼミナ
−ル履修の最終レポート記録を使用する。
３）研修効果について研修終了後に記述された参加者か
らのアンケート結果を分析する。
４）倫理的配慮：学生のレポ−トの使用については，分
析デ−タのサンプルとして使用したものである。学生
のレポ−ト記録の使用については，A大学の倫理委員
会の承認（承認番号：84）を受けて実施した。
Ⅲ．看護学部FD活動の概要（図１）
１．目的：2015年度看護学部研修会としてKJ法の講師を迎
え，新たな研究方法の展開をとおして看護教育，地域医
療の課題把握などを明らかにするための方法論を学ぶ
機会とする。
２．期日：2015年9月25日（金）　9：00～20：00
26日（土）　9：00～18：00
３．場所：A大学学術交流センター3階
４．講師：看護質的統合法（KJ法）研究会顧問山浦晴男氏２）
５．参加人数：9月25日：教員22名＋院生4名
9月26日：教員19名＋院生3名
Ⅳ．結果
26名の参加者から2名の分析担当者を除く24名の内，14
名より回収した。回収率は，58.3％であった。
１．アンケ−ト結果（図２）
FDへの参加後の充実度については，1名を除き参加して
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本研究では，質的統合法（KJ法）研修における参加者の研究手法修得の認識と変化を把握し，FD活動の効
果を明らかにする。方法は質問紙調査である。その結果，参加者の9割は充実していたと回答していた。自由記
述では，32コ−ド，5サブカテゴリ−，【充実した研修】【研修をとおした今後の課題】の2カテゴリ−が抽出
された。質的研究法の体験により，研究方法の具体的な学びと研究方法修得に向けた課題が明らかになった。
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図１．看護学部FDの流れ
良かったと回答していた。
２．自由記述の内容
以下，【　】カテゴリ−，「　」サブカテゴリ−，＜　＞
コ−ドで示す。
自由記述の内容は，32コ−ド，「研修で学んだ内容」「研
究方法の理解」「研修の活用方法」「研究方法の修得の困
難さ」「今後の研修への課題」の5サブカテゴリ−，【充実
した研修】【研修をとおした今後の課題】の2カテゴリ−が
抽出された（表１）。
１）【充実した研修】
「研修で学んだ内容」では，＜2日間は大変だったけど，
とても充実していた＞＜今回，根拠を持ち学べたのでその
効果を実感した＞など指導講師を迎え，具体的な指導を受
け，充実した研修として挙げられていた。
「研究方法の理解」では，＜この研修方法に慣れていく
ことが大切である＞＜今後，研修を深め，さらに理解した
い＞＜初めてKJ法に触れて，少し質的研究が理解できた＞
など体験的に学べ，研究方法の理解が深まったことを挙げ
ていた。
「研修の活用方法」では，＜実習のまとめに活用してい
きたい＞＜授業やゼミに活用していきたい＞など具体的
な活用方法を挙げていた。
２）【研修をとおした今後の課題】
「研究方法の修得の困難さ」では，＜自分自身のスキル
としてはまだ十分でない＞＜短時間の中で分類していく
のが難しかった＞など研究方法の修得に向けて困難さを
挙げていた。
「今後の研修への課題」では，＜すぐに活用できないが
きっかけをつかみたい＞＜忘れないうちにトレーニング
をつみたい＞など今後の課題を挙げていた。
Ⅴ．考察
2015年度のFDとしてKJ法の指導講師を迎えて2日間の
研修を実施した。以前に学修体験がある人，今回初めて体
験する人と経験は様々であった。体験的に学修する過程
は，教員も院生も充実していたとの感想であった。
実際のデ−タを使用し分析していく過程は，＜初めてKJ
法に触れて，少し質的研究が理解できた＞などの「研究方
法の理解」が深まり，演習の段階ごとに講師から一人ひと
りに対するアドバイスを受けることで，具体的に分析スキ
ルを修得していく機会になったと考える。
今回，使用したデ−タは，初年次教育で提出されたレポ
ート記録を研修用に加工して準備し，分析した。そのため，
学生の教育効果等の分析において，今後の指導に活用でき
る学びが得られたと考える。看護基礎教育課程では，学生
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図２．研修の参加者の充実度
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表１．参加者の自由記述
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の学びを分析していく過程として記録物の分析から行わ
れることが多い。分析過程では，知識の確認だけでなく，学
びの内容や学修の困難さ等を把握することが必要である。
この分析手法を用いることで，学修プロセスから教育方法
や指導方法の振り返りができ，学生がどの部分でつまずい
ているのか具体的に知る機会となり，授業改善にも繋が
る。今回のFDでも実習での学びや，授業に活用したいなど
今後の教育方法への活用が期待され，研修としては効果的
であった。
また，大学院生では，自身の研究手法への活用と同時に，
社会人学生が臨床の現場での活用の可能性を実感したこ
とは，臨床に根差した研究を進めていく上でも有効であっ
たと考える。
一方，分析過程では，ひと通り手順を踏んで進めていっ
たが，ラベルの迷いなど回数を積み重ねて分析の精度を上
げていくことも必要である。さらに分析過程では，そのデ
−タが意味するものを追及していく基盤も求められる。
このため，今後の課題で取り上げられていたように，実
際のデ−タを用いながら分析を繰り返していくことと，必
要なアドバイスを受けながら研究を進める研修体制の充
実を図る必要がある。研修中は，研修メンバ−同士の意見
交換の場になり，お互いがアドバイスを行える関係づくり
としても体験的に学ぶ研修は有効であった。
また，KJ法の修得により，新たな研究方法の展開を通し
て看護教育，地域医療の課題把握など幅広く活用でき，問
題解決への取り組みの一助になると期待される。
今後の課題として引き続き研修を継続し，研究方法の質
の向上に繋がる研修体制を整えていきたい。
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